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第
七
節
　
　
葦
手
本
と
戊
辰
切
巻
上
の
書

一

世
尊
寺
家
第
六
代
目
、
藤
原
伊
行
（
生
年
未
詳 

―
一
一
七
二
以
後
没
）
は
、
能
書
家
と
目
さ
れ
る
一
方
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』・『
源
氏
釈
』
の
著
者

と
し
て
も
名
高
い
。
伊
行
の
真
筆
と
さ
れ
る
作
品
に
は
葦
手
本
が
あ
る
。
ま
た
、
先
学
の
研
究
に
拠
る
と
、
戊
辰
切
巻
上
も
伊
行
の
手
に
な
る
と

い
う
ご
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
見
ら
れ
る
。

飯
島
春
敬
氏
は
、
戊
辰
切
巻
上
と
葦
手
本
と
は
「
直
ち
に
同
筆
と
い
え
な
い
差
異
を
有
し
て
い
る
が
、
上
巻
の
筆
は
短
鋒
で
あ
り
、
葦
手
朗
詠

集
の
方
は
や
や
長
鋒
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
上
前
者
と
後
者
の
間
に
十
年
、
十
五
年
の
間
が
あ
れ
ば
書
風
の
変
化
も
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
）
1
（

」
と

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
春
名
好
重
氏
は
戊
辰
切
「
上
巻
の
筆
者
は
伊
行
、
下
巻
の
筆
者
は
定
信
と
い
わ
れ
て
い
る
。
伊
行
・
定
信
の
真
跡
で
は
な

い
が
、
書
風
は
伊
行
風
と
定
信
風
と
で
あ
る
）
2
（

」
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
小
松
茂
美
氏
は
、
戊
辰
切
「
上
巻
は
藤
原
伊
行
、
下
巻
は
藤
原
定

信
の
筆
な
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
事
実
と
な
る
で
あ
ろ
う
）
3
（

」
と
さ
れ
る
等
、
戊
辰
切
の
書
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
）
4
（

。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
説
の
裏
付
け
と
な
る
個
別
具
体
的
・
網
羅
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。
よ
っ
て
精
察
の
必
要
性
を
感
じ
、
葦

手
本
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
）
5
（

。
そ
の
結
果
、
異
質
的
要
素
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
考
察
結
果
の
一
端
は
、
既
に
、
拙
稿
）
6
（

に
お
い
て
述
べ

た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
十
分
に
論
じ
得
な
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
こ
の
課
題
に
焦
点
を
当
て
る
。

以
下
、
葦
手
本
・
戊
辰
切
か
ら
載
せ
た
書
（
文
字
）
7
（

）
の
一
覧
は
、
便
宜
上
、
漢
字
は
「
崩
し
方
」
に
よ
っ
て
分
類
し
、
仮
名
は
字
母
ご
と
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
か
ら
一
種
ず
つ
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
分
類
の
仕
方
と
し
て
は
大
き
く
分
け
た
文
字
と
必
要
に
応
じ
て
さ
ら

に
細
か
く
分
け
た
文
字
と
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
異
質
的
と
思
し
き
点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
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二

ま
ず
、
漢
字
に
つ
い
て
述
べ
る
。

■
無
）
8
（

両
本
に
お
け
る
崩
し
方
は
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 

手 

本

戊 

辰 

切
葦
手
本
で
は
、
⑴
が
最
も
多
く
、
二
〇
例
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
近
い
崩
し
方
は
、
戊
辰
切
の
中
で
は
①
で
あ
る
が
、
二
例
の
み
で
あ
っ
た
。
葦

手
本
⑴
で
は
、
最
も
長
い
横
画
（
矢
印
ａ
）
が
、
鋭
く
右
上
の
方
向
へ
「
張
り
」
出
し
、
下
部
（
矢
印
ｂ
）
で
短
く
「
締
め
」
る
結
体
と
な
っ
て
い

る
）
10
（

。
ま
た
、
こ
の
横
画
（
矢
印
ａ
）
の
「
終
筆
で
は
筆
を
つ
り
上
げ
る
よ
う
な
運
筆
も
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
撥
ね
が
生
じ
て
い
る
）
11
（

」。
そ
の
特

徴
（
横
画
の
、
右
上
へ
の
「
張
り
」
出
し
、
及
び
、
終
筆
に
お
け
る
撥
ね
）
は
、
⑵
⑶
⑷
⑸
か
ら
も
看
取
さ
れ
、
ま
た
、
他
の
漢
字
に
も
散
見
さ
れ

（1）①

（2）②

（3）③

（4）④

（5）

2例 20例

1例 4例

19例 6例

4例 14例

4例
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た
）
12
（

。
そ
れ
に
比
し
て
、
戊
辰
切
①
②
③
④
の
終
筆
（
矢
印
Ａ
）
に
は
筆
圧
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
葦
手
本
の
ご
と
き
鋭
さ
も
「
撥
ね
」
も

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
重
心
の
と
り
方
に
注
目
す
る
と
、
葦
手
本
⑴
⑵
⑸
で
は
、「
最
も
長
い
横
画
」
に
対
し
て
下
部
（
矢
印
ｂ
）
が
「
や

や
左
に
寄
っ
て
い
る
）
13
（

」
が
、
戊
辰
切
①
②
③
の
当
該
箇
所
（
矢
印
Ｂ
）
は
、
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
結
体
・
線
質
と
も
に
、
両
本
は
趣
き

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
葦
手
本
⑵
と
、
戊
辰
切
②
と
は
、
崩
し
方
と
し
て
は
一
見
似
通
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
類
似
の
戊
辰
切
③
も
加
え
、
全
用
例
を
精
査
し

て
み
る
と
、
両
本
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
特
徴
的
な
部
分
（
矢
印
ｃ
・
Ｃ
に
見
ら
れ
る
筆
路
）
に
お
い
て
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。

な
お
、
葦
手
本
⑷
⑸
の
タ
イ
プ
は
戊
辰
切
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

■
鳥

両
本
に
お
け
る
崩
し
方
は
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

戊 

辰 

切

葦 

手 

本

（1）①

（2）②

（3）③

（4）

2例 17例

11例 2例

1例

4例

1例
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葦
手
本
⑴
で
は
、
六
画
目
の
横
画
（
矢
印
ａ
）
が
鋭
く
右
方
へ
「
張
り
」
出
し
て
お
り
、
下
部
（
矢
印
ｂ
）
で
「
締
め
」
る
結
体
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
戊
辰
切
に
は
重
厚
感
が
あ
り
、
葦
手
本
の
ご
と
き
独
特
な
均
衡
の
保
ち
方
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
二
画
目
と
三
画
目
に
囲
ま
れ

て
い
る
短
い
横
画
の
画
数
に
注
目
す
る
と
、
葦
手
本
⑴
で
は
二
画
の
み
が
多
い
（
一
七
例
）
の
に
対
し
て
、
戊
辰
切
に
お
い
て
は
そ
の
事
例
（
二

画
が
存
す
る
）
は
①
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。

■
春

両
本
に
お
け
る
崩
し
方
は
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 

手 

本

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

10例

2例

52例

1例

2例

12例
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戊 

辰 

切
葦
手
本
で
は
⑴
（
五
二
例
）、
戊
辰
切
で
は
①
（
四
一
例
）
が
最
も
多
い
。
両
本
の
そ
れ
ら
は
、
書
体
が
行
書
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
共

通
し
て
い
る
が
、
書
と
し
て
は
異
な
る
。
戊
辰
切
①
の
右
払
い
・
左
払
い
が
、
丸
み
を
帯
び
た
線
質
に
よ
る
、
右
下
・
左
下
へ
向
け
て
の
穏
や
か

な
運
筆
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
葦
手
本
⑴
の
右
払
い
（
矢
印
ａ
）
の
線
質
は
、
既
に
指
摘
し
た
事
例
「
無
」・「
鳥
」
に
お
け
る
横
画
の
場
合
と
同
様
、

鋭
く
右
方
へ
「
張
り
」
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
左
払
い
の
終
筆
（
矢
印
ｂ
）
で
は
、
上
方
へ
向
け
て
の
撥
ね
が
認
め
ら
れ
た
。
葦
手
本
に
は
、
そ
の

他
の
漢
字
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
右
払
い
と
左
払
い
と
を
一
字
の
中
に
併
せ
持
つ
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
が
）
14
（

、
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
戊
辰

切
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
類
似
性
の
あ
る
崩
し
方
に
は
葦
手
本
⑸
と
戊
辰
切
⑥
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
書
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

葦
手
本
⑸
で
は
、
全
て
（
一
〇
例
）
に
お
い
て
、
下
部
（
矢
印
ｃ
）
が
小
さ
く
「
締
め
」
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
戊
辰
切
⑥
に
は
（
僅
か
三
例

で
は
あ
る
も
の
の
）
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

①

②

③

④

⑤

⑥

41例

7例

1例

11例

1例

3例
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■
是

「
是
」
の
下
部
「

」
に
注
目
し
、
両
本
に
お
け
る
崩
し
方
を
分
類
す
る
と
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 
手 
本

戊 

辰 

切
右
掲
の
中
で
は
、
崩
し
方
と
し
て
は
、
葦
手
本
⑵
と
戊
辰
切
②
と
が
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
が
、
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
⑵
の
結

体
の
方
が
縦
長
の
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
右
払
い
の
線
質
等
で
は
、
葦
手
本
に
比
し
て
、
戊
辰
切
で
は
、
精
彩
を
欠
く
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
葦
手
本
⑴
⑶
⑷
の
右
払
い
（
矢
印
ａ
）
は
、
藍
紙
本
万
葉
集
を
想
起
さ
せ
る
抑
揚
の
き
い
た
生
命
感
の
あ
る
線
質
で
あ
る
。
独
特
な
運

筆
の
リ
ズ
ム
（
独
特
な
カ
ー
ブ
、
長
さ
、
太
細
の
変
化
等
）
に
よ
り
強
調
さ
れ
て
お
り
、
絵
画
的
な
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
）
15
（

。
葦
手
本
で
は
、
他
の

漢
字
に
お
い
て
も
そ
れ
と
同
質
の
右
払
い
を
有
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
が
）
16
（

、
戊
辰
切
に
は
そ
の
よ
う
な
特
徴
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（1）①

（2）②

（3）

（4）

（5）

（6）

16例3例

10例
3例

3例

2例

4例

1例
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■
残

両
本
に
お
け
る
崩
し
方
は
、
葦
手
本
で
は
、
二
種
に
大
別
さ
れ
、
戊
辰
切
で
は
次
の
一
種
の
み
で
あ
る
。

葦
手
本
⑴
と
⑵
と
を
区
別
し
た
基
準
は
、
偏
と
旁
の
間
に
存
す
る
実
画
）
17
（

（
矢
印
ａ
）
の
有
無
の
み
に
あ
る
。
葦
手
本
⑴
に
存
す
る
当
該
箇
所
（
矢

印
ａ
）
の
線
質
に
は
、
美
し
い
流
れ
が
あ
り
、
書
写
者
の
呼
吸
ま
で
も
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
戊
辰
切
に
は
、
そ
の
ケ
ー
ス
は
見

当
た
ら
ず
、
そ
れ
に
加
え
、
偏
の
部
分
の
崩
し
方
（
矢
印
ｃ
・
Ｃ
）
も
両
本
で
は
相
違
し
て
い
た
。
ま
た
、
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
に

は
同
じ
よ
う
な
崩
し
方
の
中
に
も
、
そ
の
書
に
は
疎
密
の
変
化
が
看
取
さ
れ
た
が
、
一
方
の
戊
辰
切
で
は
一
様
で
、
一
五
例
の
殆
ど
に
お
い
て
一

つ
の
類
型
を
出
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
を
見
て
い
く
と
、
葦
手
本
⑵
の
「
そ
り
」（
矢
印
ｂ
）
の
線
質
は
、

繊
細
で
艶
や
か
で
あ
り
な
が
ら
も
、
強
靱
さ
を
も
有
し
て
い
た
）
18
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
戊
辰
切
の
当
該
箇
所
は
い
ず
れ
も
単
調
で
あ
っ
た
。

戊 

辰 

切

葦 
手 
本

（1）○

（2）

6例

14例

15例
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■
月
）
19
（

両
本
に
お
け
る
崩
し
方
は
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 
手 
本

戊 

辰 

切
三
画
目
と
四
画
目
と
が
実
画
で
繋
が
っ
て
い
な
い
崩
し
方
を
葦
手
本
⑴
に
分
類
し
、
そ
の
他
を
⑵
⑶
⑷
と
し
た
。
一
方
、
戊
辰
切
で
は
、
当
該

箇
所
（
三
画
目
と
四
画
目
）
が
実
画
で
繋
が
っ
て
い
な
い
の
は
①
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。

葦
手
本
⑵
の
、
二
画
目
の
転
折
以
降
は
、
上
方
か
ら
下
方
へ
、
下
方
か
ら
上
方
へ
と
、「
緊
張
感
が
あ
り
、
か
つ
、
流
麗
な
筆
致
で
）
20
（

」
書
さ
れ

て
い
た
。「
穂
先
の
弾
力
を
い
か
し
、
鋭
く
、
強
く
撥
ね
る
）
21
（

」
葦
手
本
に
対
し
て
、
戊
辰
切
の
撥
ね
は
、
相
対
的
に
短
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
葦
手
本
の
ご
と
き
鋭
さ
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
二
画
目
の
転
折
以
降
、
葦
手
本
⑴
⑵
で
は
、
い
っ
た
ん
内
側
に
向
け
て
運
筆
し
（
点
線
ａ
）、
そ
の
後
は
、
外
側
へ
向
け
て
反
っ
て
い

る
）
22
（

（
点
線
ｂ
）
ケ
ー
ス
が
多
い
の
に
対
し
て
、
戊
辰
切
①
②
（
点
線
Ａ
）
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
垂
直
に
近
い
状
態
）
23
（

か
、
も
し
く
は
、
稍
々
ふ

（1）①

（2）②

（3）③

（4）

7例1例

64例

2例

103例

1例

1例
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く
ら
ん
で
い
る
）
24
（

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
三
・
四
画
目
（
矢
印
Ｂ
）
の
位
置
に
お
い
て
も
、
戊
辰
切
②
で
は
三
画
目
が
二
画
目
の
横
画
に
接
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
全
体
的
に
上
方
に
打
た
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
（
上
掲
、
当
該
箇
所
〈
矢
印
Ｂ
〉
は
二
画
目
か
ら
突
き
出
て
い
る
よ

う
で
あ
る
）、
葦
手
本
で
は
、
そ
れ
よ
り
若
干
、
下
方
に
位
置
し
て
い
た
）
25
（

。

な
お
、
便
宜
上
、
前
掲
の
ご
と
く
分
類
し
た
が
、
葦
手
本
の
場
合
は
、
同
類
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
の
中
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
字
形
）
26
（

は
多
様
で
あ
っ
た
。

■
色

両
本
に
お
け
る
崩
し
方
は
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 

手 

本

戊 

辰 

切
こ
れ
ら
の
中
で
は
、
葦
手
本
⑴
と
戊
辰
切
①
と
が
近
い
が
、
葦
手
本
⑴
は
一
例
の
み
で
、
そ
の
他
に
は
両
本
間
に
類
似
し
た
崩
し
方
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

（1）①

（2）②

（3）③

22例 1例

2例 39例

1例 10例
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な
お
、
葦
手
本
⑶
に
見
ら
れ
る
、
回
転
、
及
び
、
曲
線
を
伴
っ
た
運
筆
（
矢
印
ａ
）
は
、
葦
手
本
で
は
、
他
の
漢
字
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
少
し
用
例
を
載
せ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
曲
線
と
、
既
に
指
摘
し
て
き
た
直
線
に
よ
る
調
和
が
葦
手
本
の
書
の
特
徴
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

葦 

手 
本

以
上
の
考
察
結
果
か
ら
、
両
本
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
崩
し
方
の
傾
向
の
違
い
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
書
風
の
相
違
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

葦
手
本
で
は
、
一
字
中
に
、
長
目
な
横
画
、
及
び
、
右
払
い
等
が
存
す
る
場
合
、
鋭
く
右
方
へ
「
張
り
」
出
す
画
と
、「
締
め
」
る
画
に
よ
る
独

特
な
均
衡
の
保
ち
方
が
目
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
、
一
字
中
の
、
あ
る
一
部
を
強
調
す
る
手
法
）
27
（

（
回
転
・
曲
線
を
伴
う
運
筆
、
及
び
、
縦
画
・

「
曲
が
り
」
を
伸
ば
す
運
筆
等
）
も
看
取
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
様
な
崩
し
方
の
中
に
も
微
妙
な
変
化
が
感
取
さ
れ
、
結
体
・
線
質
は
絵
画
的
で
あ
り
、

視
覚
に
訴
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
一
方
、
戊
辰
切
の
書
は
比
較
的
単
調
で
、
一
字
中
の
下
方
に
重
心
が
置
か
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
葦
手
本
の
特
徴
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
、
終
筆
に
お
け
る
「
撥
ね
」
は
戊
辰
切
に
は
見
ら
れ
ず
、
丸
み
を
帯
び
た
線
質
に
よ
り
書
さ
れ
、

重
厚
感
と
と
も
に
穏
や
か
さ
も
見
受
け
ら
れ
た
。

三

次
に
、
仮
名
に
つ
い
て
述
べ
る
。

■
「
な
」
の
音
を
表
す
仮
名

「
な
」
の
音
を
表
す
仮
名
は
、
字
母
の
異
な
り
に
加
え
、
崩
し
方
も
考
慮
す
る
と
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。



324

葦 

手 

本

戊 

辰 

切

（1）①

（2）②

（3）③

（4）

（5）

（6）

（7）

121例

61例

44例

5例

36例

12例

14例

20例

2例

3例
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ま
ず
、
字
母
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
頻
度
が
高
く
、
か
つ
、
両
本
間
に
お
い
て
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、「
な
」・「
那
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
葦
手

本
で
は
⑴
「
な
」
が
優
勢
で
あ
る
。
⑸
⑹
⑺
「
那
」
は
、
合
計
す
る
と
八
七
例
で
あ
り
、
葦
手
本
全
体
の
中
で
占
め
る
割
合
は
大
き
い
も
の
の
、
⑴

「
な
」
よ
り
三
〇
例
以
上
少
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戊
辰
切
①
「
な
」
は
、
⑤
「
那
」
と
拮
抗
し
て
い
る
と
い
え
る
（
仮
に
、
戊
辰
切
①
に
②
を
加

え
た
場
合
で
も
、
四
九
例
で
、
⑤
の
四
六
例
よ
り
三
例
多
い
程
度
で
あ
る
）。

書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

葦
手
本
⑴
と
戊
辰
切
①
の
、
矢
印
ａ
・
Ａ
）
28
（

で
示
し
た
位
置
に
注
目
す
る
と
、
葦
手
本
で
は
、
⑴
の
ご
と
く
、
矢
印
ｂ
の
、
筆
の
穂
先
が
最
初
に

紙
に
触
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
、
矢
印
ａ
の
方
が
下
方
に
位
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
一
〇
八
例
程
見
ら
れ
た
が
、
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
Ｂ
よ
り
矢
印
Ａ

の
方
が
上
方
に
位
置
す
る
ケ
ー
ス
も
一
九
例
程
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
両
本
で
は
、
連
綿
）
29
（

の
仕
方
も
異
な
っ
て
い
た
。
結
び
の
直
後
、
葦
手
本
で

は
、
連
綿
線
（
点
線
ｃ
）
が
下
方
へ
向
け
て
直
線
的
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
戊
辰
切
で
は
、
結
び
の
直
後
（
点
線
Ｃ
）
は
、

筆
圧
を
か
け
な
が
ら
曲
線
を
描
く
か
の
ご
と
く
、
左
下
の
方
向
へ
向
か
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。

葦
手
本
⑵
と
戊
辰
切
③
に
つ
い
て
は
、
結
び
（
矢
印
ｄ
・
Ｄ
）
の
形
状
・
大
き
さ
に
注
目
し
、
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
で
は
そ
れ
ぞ

れ
に
微
妙
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戊
辰
切
で
は
、
③
の
ご
と
く
結
び
に
余
白
が
無
い
ケ
ー
ス
が
二
〇
例
程
見
ら
れ
、
ま
た
、

④

⑤

14例

46例
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余
白
が
明
白
な
の
は
四
例
で
、
そ
の
他
は
殆
ど
が
余
白
僅
少
で
あ
っ
た
。

葦
手
本
⑶
と
戊
辰
切
④
に
つ
い
て
述
べ
る
。
葦
手
本
の
二
例
に
対
し
て
戊
辰
切
の
方
は
一
四
例
で
あ
り
、
葦
手
本
で
は
、
矢
印
ｅ
と
矢
印
ｆ
と

が
実
線
）
30
（

に
よ
り
繋
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
戊
辰
切
で
は
、
複
製
本
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
実
線
に
よ
る
繋
が
り
は
見
て
取
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
矢
印
Ｅ
と
矢
印
Ｆ
の
間
隔
は
、
い
ず
れ
も
、
葦
手
本
よ
り
広
く
、
下
方
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
た
。

葦
手
本
⑸
⑹
⑺
と
戊
辰
切
⑤
に
つ
い
て
述
べ
る
。
葦
手
本
を
三
種
に
区
別
し
た
基
準
は
、「
那
」
の
旁
の
部
分
「
阝
」
の
崩
し
方
の
み
に
あ
る
。

「
阝
」
に
注
目
す
る
と
、
⑸
で
は
、
終
筆
（
矢
印
ｇ
）
が
右
上
の
方
向
へ
向
か
っ
て
お
り
、
⑹
の
矢
印
ｈ
で
は
、
円
を
描
く
か
の
ご
と
く
運
筆
さ
れ

て
お
り
、
⑺
の
矢
印
ｉ
で
は
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
戊
辰
切
に
は
、
葦
手
本
⑹
⑺
の
崩
し
方
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
葦
手
本
⑸
と

戊
辰
切
⑤
の
終
筆
（
矢
印
ｇ
・
Ｇ
）
に
注
目
し
、
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
か
ら
は
筆
勢
が
感
受
さ
れ
た
が
、
戊
辰
切
で
は
静
的
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

■
「
は
」
の
音
を
表
す
仮
名

「
は
」
の
音
を
表
す
仮
名
は
、
字
母
の
異
な
り
に
加
え
、
崩
し
方
も
考
慮
す
る
と
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 

手 

本

（1）

（2）

（3）

（4）

55例

44例

30例

119例
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戊 

辰 

切
ま
ず
、
字
母
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
頻
度
が
高
く
、
か
つ
、
両
本
間
に
お
い
て
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、「
者
」・「
は
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

（9）

（10）

（5）

（6）

（7）

（8）

28例

13例

92例

8例

55例

1例

39例

2例

2例

1例 13例

1例

5例
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葦
手
本
⑴
⑵
⑶
⑺
「
者
」
で
は
、
合
計
一
三
〇
例
で
、
最
多
で
は
あ
る
も
の
の
、
⑷
「
は
」
よ
り
若
干
多
い
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戊

辰
切
①
②
⑦
「
者
」
は
、
合
計
一
〇
二
例
で
あ
る
。
③
「
は
」
の
二
倍
近
く
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
戊
辰
切
で
は
「
者
」
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
が

分
か
る
。

な
お
、
葦
手
本
⑻
「
波
」・
⑼
「
半
」・
⑽
「
磨
」、
戊
辰
切
⑥
「
葉
」
は
そ
れ
ぞ
れ
一
方
に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

葦
手
本
⑴
と
⑵
と
を
区
別
し
た
基
準
は
、
⑵
に
示
し
た
矢
印
ａ
の
揺
れ
の
有
無
（
⑴
に
は
無
く
、
⑵
に
は
少
し
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
点
）
の
み

に
あ
る
。
⑵
で
は
、
四
四
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
戊
辰
切
に
は
そ
の
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
葦
手
本
⑴
⑵
⑶
・
戊
辰
切

①
の
全
て
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
応
じ
て
自
在
に
崩
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
も
多

様
性
を
帯
び
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戊
辰
切
で
は
葦
手
本
に
比
べ
る
と
変
化
に
乏
し
く
、
い
ず
れ
も
一
つ
の
類
型
を
出
て
い
る
も
の
は
な
い

も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
①
の
タ
イ
プ
で
は
、
点
線
Ａ
の
部
分
が
長
く
、
ま
た
、
矢
印
Ｂ
の
部
分
も
重
く
、
戊
辰
切
で
は
、
葦
手
本
の
流
麗
な

筆
致
と
は
異
な
り
、
堅
さ
が
見
受
け
ら
れ
た
。

葦
手
本
⑷
と
戊
辰
切
③
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
で
は
、
一
筆
目
の
縦
の
線
に
お
い
て
、
運
筆
の
方
向
・
太

細
、
強
弱
等
の
変
化
が
あ
り
、
心
の
赴
く
ま
ま
に
筆
が
運
ば
れ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
流
動
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
一
方
の
戊
辰
切
で
は
単
調
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
矢
印
ｃ
の
部
分
の
撥
ね
の
直
前
に
は
筆
圧
が
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
葦
手
本
に

は
見
当
た
ら
な
い
運
筆
で
あ
っ
た
。

次
に
、
葦
手
本
⑸
と
戊
辰
切
④
の
「
磐
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
磐
」
は
戊
辰
切
で
は
一
例
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
様
な
崩
し
方
は
葦
手
本
に

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
葦
手
本
の
、
起
筆
か
ら
終
筆
ま
で
、
緊
張
感
の
あ
る
運
筆
か
ら
は
清
雅
な
印
象
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

葦
手
本
⑹
と
戊
辰
切
⑤
に
つ
い
て
も
、
全
用
例
を
通
覧
す
る
と
、
葦
手
本
の
方
が
軽
妙
な
筆
致
で
あ
る
。
ま
た
、
葦
手
本
の
一
筆
目
（
矢
印
ｂ
）

は
、
戊
辰
切
よ
り
長
く
、
の
び
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。



329　 第三章　第七節

■
「
ほ
」
の
音
を
表
す
仮
名

「
ほ
」
の
音
を
表
す
仮
名
は
、
字
母
の
異
な
り
に
加
え
、
崩
し
方
も
考
慮
す
る
と
、
次
の
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
る
。

葦 
手 
本

戊 

辰 

切
両
本
間
に
お
け
る
字
母
の
一
致
は
確
認
し
得
た
が
、
書
に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
部
分
に
お
い
て
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。

葦
手
本
⑴
で
は
、矢
印
ａ
と
矢
印
ｂ
の
間
隔
が
広
く
、
ま
た
、結
び
（
矢
印
ｃ
）
が
一
筆
目
の
終
筆
（
矢
印
ｄ
）
よ
り
下
方
に
位
置
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
三
九
例
中
、
二
九
例
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
戊
辰
切
①
の
結
び
（
矢
印
Ｃ
）
は
、
い
ず
れ
も
一
筆
目
の
終
筆
（
矢
印
Ｄ
）
よ
り
も
上

方
に
位
置
し
て
い
た
。
ま
た
、
前
項
「
は
」
の
場
合
と
同
様
、
戊
辰
切
で
は
、
矢
印
Ｄ
の
部
分
が
重
い
（
筆
圧
が
か
け
ら
れ
る
）
傾
向
に
あ
っ
た
）
31
（

。

ま
た
、
葦
手
本
⑶
と
戊
辰
切
③
④
に
つ
い
て
も
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
両
本
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
葦
手
本
⑶
に
は
、
戊
辰

（1）①

（2）②

（3）③

④

39例18例

1例

1例

1例

2例

5例
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切
④
の
矢
印
Ｅ
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
打
た
れ
た
点
は
見
当
た
ら
ず
、
矢
印
ｅ
で
は
、
穂
先
の
き
い
た
繊
細
な
筆
致
に
よ
る
曲
線
的
な
運
筆
で

あ
っ
た
。

な
お
、
以
上
の
事
例
の
他
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
字
母
の
相
違
の
う
ち
、
顕
著
な
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
葦
手
本
に
無
く
戊
辰
切
に
有
る
ケ
ー
ス
…「
流
」（
戊
辰
切
一
三
例
）・「
累
」（
戊
辰
切
七
例
）・「
連
」（
戊
辰
切
二
七
例
）

②
戊
辰
切
に
無
く
葦
手
本
に
有
る
ケ
ー
ス
…「
希
」（
葦
手
本
一
六
例
）・「
留
」（
葦
手
本
八
例
）・「
礼
」（
葦
手
本
三
一
例
）

③ 

両
本
に
存
す
る
も
の
の
、
一
方
で
は
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
…「
気
」（
葦
手
本
三
例
、
戊
辰
切
一
例
）・「
遣
」（
葦
手
本
一
例
、
戊
辰

切
七
例
）・「
遊
」（
葦
手
本
一
例
、
戊
辰
切
一
五
例
）・「
類
」（
葦
手
本
二
九
例
、
戊
辰
切
一
例
）・「
衛
」（
葦
手
本
九
例
、
戊
辰
切
一
例
）

以
上
、
字
母
と
書
の
両
面
に
お
い
て
、
両
本
間
に
は
違
い
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
葦
手
本
の
方
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
位
置
に
応
じ
て
の
び
や
か
に
流
れ
、
自
在
に
崩
さ
れ
て
い
る
葦
手
本
の
書
は
、
自
然
の
景
物
を
髣
髴
さ
せ
る
妙
を
醸
し
出
し
、
そ
の
中

に
溶
け
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。
一
方
、
戊
辰
切
は
、
一
字
一
字
、
丁
寧
に
書
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
堅
さ
が
あ
り
、
全

体
的
に
単
調
で
あ
っ
た
。

四

用
字
）
32
（

と
書
の
両
面
か
ら
考
察
し
た
結
果
、
両
本
間
に
存
す
る
異
質
的
要
素
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
葦
手
本
の
書
か
ら
は
、
書
写
者
の
感
情
の
迸

り
と
も
取
れ
る
視
覚
的
変
化
の
追
求
が
窺
わ
れ
た
。
一
方
、
戊
辰
切
の
書
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
整
斉
た
る
美
を
志
向
し
て
い
る
か
の
ご
と
く

感
じ
ら
れ
、
葦
手
本
と
は
一
線
を
画
す
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
自
由
奔
放
で
、
奇
異
に
も
映
る
葦
手
本
の
書
き
振
り
は
、
下
絵
の
中
に
解
き
放

た
れ
、
昇
華
さ
れ
た
観
を
呈
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
一
方
、
戊
辰
切
の
書
は
温
雅
で
、
鋭
い
印
象
を
与
え
る
葦
手
本
と
は
性
格
を
異
に

し
て
い
る
。

如
上
の
ご
と
き
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
は
、
同
一
人
物
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
意
図
的
に
書
き
分
け
得
る
、
表
現
上
の
も
の
と
し
て
受
け
取
れ
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な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
用
字
の
選
択
に
つ
い
て
は
（
殊
に
、
両
本
の
ご
と
き
「
テ
キ
ス
ト
」
で
は
文
字
数
も
多
く
）、
書
写
者
の
（
あ
る
時
期
に

お
け
る
）
書
記
上
の
根
幹
を
成
す
、
個
人
的
・
習
慣
的
な
も
の
が
多
分
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
全
て
を
「
意
図
的
な
書
き

分
け
」
と
は
取
り
難
い
。
小
松
茂
美
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
葦
手
本
が
戊
辰
切
巻
上
と
同
筆
で
あ
る
な
ら
ば
、
考
え
得
る
あ
ら
ゆ
る
状
況
）
33
（

を

想
定
し
て
み
て
も
書
写
さ
れ
た
時
期
が
近
い
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
葦
手
本
の
方
が
戊
辰
切
巻
上
よ
り
後
に
書
写
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

推
定
さ
れ
て
い
る
藤
原
定
信
の
生
没
年
（
一
〇
八
八 

―
一
一
五
四
以
後
）
と
照
ら
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。
し
か
し
、「
戊
辰
切
巻
上
が
藤
原
伊
行
、

巻
下
が
藤
原
定
信
の
筆
に
な
る
」
と
い
う
所
論
に
つ
い
て
、
定
説
は
な
い
。
改
め
て
戊
辰
切
巻
下
の
書
も
検
証
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

注（
1
）
飯
島
春
敬
氏
著
『
飯
島
春
敬
全
集
』
第
七
巻
﹇
昭
和
61
年  

書
藝
文
化
新
社
﹈
232
頁
。
な
お
、
同
氏
は
、
そ
れ
以
前
に
は
、
戊
辰
切
「
上
巻
の
伊
行
は
葦
手

朗
詠
よ
り
前
書
の
真
筆
と
見
て
差
支
な
き
も
の
の
如
く
、
下
巻
の
定
信
に
つ
い
て
は
単
に
そ
の
流
風
を
追
つ
た
人
の
手
に
な
る
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
の
解
釋
に
聊
か
私
は
疑
問
を
有
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
（
同
氏
「
平
安
時
代
書
写
の
和
漢
朗
詠
集
に
つ
い
て
」〈『
御
物
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
29
年  

便
利
堂
﹈
所
収
〉）。

（
2
）
春
名
好
重
氏
著
『
書
の
古
代
史
』﹇
昭
和
62
年  

新
人
物
往
来
社
﹈
246
頁
。
堀
江
知
彦
氏
も
「
上
巻
の
筆
者
は
藤
原
伊
行
」、「
下
巻
の
そ
れ
は
父
の
定
信
と

伝
え
ら
れ
て
」
い
る
が
、「
に
わ
か
に
断
定
は
許
さ
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
（
同
氏
著
『
古
筆
』﹇
平
成
5
年  

知
道
出
版
﹈
102
頁
）。

（
3
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
345
頁

（
4
）
古
谷
稔
氏
も
、「『
戊
辰
切
本
和
漢
朗
詠
集
』
は
上
巻
が
藤
原
伊
行
、
下
巻
が
藤
原
定
信
の
筆
で
、
定
信
・
伊
行
父
子
に
よ
っ
て
分
担
執
筆
し
て
い
る
」
と

さ
れ
（
書
学
書
道
史
学
会
編
『
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
／
書
道
史
年
表
事
典
』﹇
平
成
17
年  
萱
原
書
房
﹈
340
頁
）、
ま
た
、
島
谷
弘
幸
氏
も
戊
辰
切
巻
上
は
藤

原
伊
行
、
巻
下
は
藤
原
定
信
が
「
分
担
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
氏
は
、
戊
辰
切
巻
上
は
葦
手
本
に
比
べ
て
「
よ
り
父
定
信
の
書
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に
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
父
子
間
の
書
法
伝
授
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
時
期
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
同
氏
著
『
古
筆
学

拾
穂
抄
』﹇
平
成
9
年   

木
耳
社
﹈
64
頁
）。
一
方
、
名
児
耶
明
氏
は
「
上
巻
を
藤
原
伊
行
と
し
、
下
巻
を
、
そ
の
父
の
定
信
と
す
る
の
が
有
力
。
し
か
し
、

下
巻
を
親
が
書
写
し
子
が
上
巻
を
書
写
す
る
例
は
、
当
時
の
常
識
と
は
異
な
り
、
下
巻
は
、
定
信
の
筆
跡
と
酷
似
し
た
書
を
書
い
た
人
物
を
想
定
す
る

考
え
も
あ
る
」
と
さ
れ
た
（
名
児
耶
明
氏
監
修
『
第
六
〇
回
毎
日
書
道
展
特
別
展
示
「
春
敬
の
眼
」 

―
珠
玉
の
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
― 

』﹇
平
成
20
年

「
飯
島
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
特
別
展
示
」
実
行
委
員
会
﹈
316
頁
）。

（
5
）
葦
手
本
は
巻
上
・
巻
下
、
戊
辰
切
は
巻
上
の
み
を
調
査
の
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
戊
辰
切
巻
上
「
女
郎
花
」
の
七
行
（「
女
郎
花
」〈
題
〉・
279
・
280
・

281
）
は
、
巻
下
の
書
写
者
の
手
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
〈
注
1
〉
に
同
。
232
頁
）
た
め
、
対
象
外
と
し
た
。
本
文
・
題
・
作
者
名
等
（
戊
辰
切
で
は

目
録
〈
題
の
一
覧
〉
も
取
り
上
げ
た
）、
調
査
範
囲
内
の
全
て
の
文
字
を
対
象
と
し
た
が
、
和
歌
の
、
い
わ
ゆ
る
真
名
書
き
に
つ
い
て
は
、
仮
名
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
は
「
仮
名
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
入
れ
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

（
6
）
拙
稿
「『
和
漢
朗
詠
集
』
葦
手
本
と
戊
辰
切
巻
上
に
つ
い
て
」『
書
学
書
道
史
学
会
会
報
』
第
12
号
﹇
平
成
18
年
12
月
﹈

（
7
）
以
下
、
例
示
す
る
文
字
の
う
ち
、
当
該
文
字
の
上
下
で
他
の
文
字
と
続
け
て
書
し
て
い
る
場
合
は
そ
れ
ら
の
文
字
も
あ
わ
せ
て
載
せ
た
。
た
だ
し
、
当

該
文
字
が
上
下
の
文
字
と
近
接
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
当
該
文
字
の
み
掲
出
し
た
。
引
用
し
た
図
版
は
、
葦
手
本
は
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
47
・
48
﹇
平

成
元
年  

二
玄
社
﹈、
戊
辰
切
は
複
製
本
﹇
昭
和
3
年  
尚
古
会
﹈
に
拠
っ
た
。

（
8
）
葦
手
本
の
「
無
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
拙
稿
「
葦
手
本
和
漢
朗
詠
集
の
書 

―
平
家
納
経
願
文
と
の
関
係
に
お
い
て
― 

」（『
相
川
鐵
崖
古
稀
記
念

書
学
論
文
集
』﹇
平
成
19
年  

木
耳
社
﹈）
に
お
い
て
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
戊
辰
切
と
の
比
較
に
お
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

（
9
）
図
版
の
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
文
字
の
数
を
示
し
た
。
ま
た
、
図
版
中
の
、
矢
印
・
点
線
等
は
著
者
が
付
し
た
。
以
下
、
同
。

（
10
）「
張
り
」・「
締
め
」
の
用
語
・
定
義
に
つ
い
て
は
、
故 

松
村
北
僊
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。「
張
り
」
と
は
一
文
字
中
、
横
画
、
及
び
、
右
払
い
・
左
払
い

等
に
よ
り
左
右
へ
張
る
力
の
こ
と
。
当
該
文
字
中
、
そ
の
「
張
り
」
を
抑
え
る
作
用
が
働
く
。
そ
れ
を
「
締
め
」
と
便
宜
上
、
称
す
る
。
そ
れ
ら
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
運
筆
の
速
度
・
筆
圧
の
変
化
等
に
よ
り
加
減
さ
れ
る
。
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（
11
）
拙
稿
「
葦
手
本
和
漢
朗
詠
集
の
書 

―
平
家
納
経
願
文
と
の
関
係
に
お
い
て
― 

」（『
相
川
鐵
崖
古
稀
記
念
書
学
論
文
集
』﹇
平
成
19
年  

木
耳
社
﹈
所
収
）

（
12
）当
該
箇
所
を
有
す
る
漢
字
を
葦
手
本
よ
り
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
（「
無
」、除
外
）。
2
「
解
」「
梅
」「
封
」・
11
「
梅
」「
異
」・
18
「
酔
」・
22
「
着
」・
30
「
梅
」・

45
「
楼
」「
舌
」・
47
「
莫
」・
51
「
酔
」・
53
「
車
」・
55
「
鳥
」・
61
「
悔
」・
63
「
鳴
」「
鴬
」・
75
「
曙
」・
80
「
舞
」・
82
「
薬
」・
83
「
鳥
」・
88
「
梅
」・
91
「
梅
」・

96
「
鶏
」「
帯
」・
104
「
翠
」・
106
「
梅
」・
118
「
女
」・
128
「
鴬
」・
130
「
舞
」・
158
「
妻
」・
161
「
禅
」・
177
「
翠
」・
178
「
鳥
」・
180
「
汝
」「
善
」・
182
「
曙
」・
194
「
蕉
」・

208
「
暑
」「
老
」・
213
「
緒
」「
聲
」・
221
「
葉
」・
223
「
苦
」・
230
「
蝉
」・
231
「
轉
」・
233
「
聲
」・
234
「
曙
」・
236
「
蔓
」・
241
「
聲
」・
247
「
融
」・
254
「
酔
」・
258
「
者
」・

259
「
翼
」「
者
」・
263
「
轉
」・
264
「
者
」・
266
「
黄
」・
274
「
爽
」・
275
「
禅
」・
276
「
海
」・
279
「
老
」・
286
「
老
」・
287
「
桑
」・
288
「
女
」・
304
「
聲
」・
313
「
弄
」・「
雁
」

（
題
）・
327
「
喓
」・
328
「
苦
」・
365
「
酔
」・
371
「
屨
」・
378
「
棹
」・
393
「
爐
」・
423
「
姿
」・
424
「
暑
」・
437
「
屢
」・「
鶴
」（
題
）・
444
「
異
」・
467
「
梅
」・
473
「
母
」・

477
「
世
」・
478
「
世
」・
479
「
鸚
」・
482
「
葉
」・
488
「
接
」・
491
「
海
」・
499
「
海
」・
512
「
梅
」・
516
「
者
」・
533
「
老
」・
550
「
耳
」・
558
「
翠
」・
559
「
者
」・
581
「
世
」・

583
「
世
」・
586
「
樓
」・
591
「
海
」・
609
「
老
」・
625
「
挿
」「
翠
」・
628
「
斜
」・
653
「
諸
」「
傅
」・
658
「
耳
」・
660
「
者
」・
697
「
婁
」・
700
「
翠
」・
701
「
緒
」・
719
「
女
」・

725
「
汝
」・
726
「
老
」・
729
「
年
」・
731
「
酔
」・
793
「
者
」

 
 

な
お
、
葦
手
本
で
は
、「
心
」
の
終
筆
に
お
い
て
も
上
へ
向
け
て
の
撥
ね
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
葦
手
本
の
特
徴
と
い
え
る
。

（
13
）
前
掲
（
注
11
）
に
同
。

（
14
）
葦
手
本
に
お
い
て
当
該
箇
所
を
有
す
る
（
右
方
へ
張
り
出
す
右
払
い
と
上
方
へ
向
け
て
撥
ね
る
左
払
い
と
を
併
せ
持
つ
）
漢
字
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（「
春
」、
除
外
）。
1
「
露
」・
12
「
拳
」・
13
「
髪
」・
18
「
美
」・
23
「
落
」・
52
「
藤
」・
55
「
落
」・
113
「
路
」・
122
「
秦
」・「
藤
」（
題
）・
134
「
藤
」・
214
「
露
」・

224
「
容
」・
243
「
洛
」・
244
「
各
」・
257
「
客
」・
275
「
客
」・
282
「
露
」・
295
「
養
」・
301
「
暮
」・「
落
」（
題
「
紅
葉
付
落
葉
」
）・
308
「
落
」・
318
「
添
」・
329
「
蛬
」・

「
露
」（
題
）・
353
「
落
」・
369
「
添
」・
372
「
零
」「
呑
」・
403
「
秦
」・
406
「
秦
」・
432
「
客
」・
457
「
客
」・
462
「
秦
」・
480
「
客
」・
499
「
泰
」・
510
「
路
」・
511
「
鴦
」・

525
「
抜
」・
532
「
泰
」・
555
「
菴
」・
595
「
奏
」・
596
「
養
」・
604
「
霽
」・
613
「
秦
」・
634
「
路
」・
696
「
秦
」・
723
「
客
」・
784
「
養
」・
794
「
路
」・
799
「
秦
」

（
15
）
葦
手
本
中
の
「
是
」
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
の
は
、
178
・
179
・
214
・
291
・
297
・
481
・
486
・
635
・
667
等
。

（
16
）
葦
手
本
に
お
い
て
当
該
箇
所
を
有
す
る
（
右
払
い
に
お
い
て
独
特
な
運
筆
の
リ
ズ
ム
を
有
す
る
）
漢
字
は
以
下
の
通
り
（「
是
」、
除
外
）。
4
「
文
」・
19
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「
天
」・
22
「
天
」・
23
「
天
」・
39
「
天
」「
文
」・
41
「
後
」・
70
「
後
」・
75
「
後
」・
96
「
文
」・
109
「
交
」・
118
「
文
」・
119
「
定
」・
129
「
後
」・
140
「
天
」・
150
「
天
」・

152
「
後
」・
177
「
泛
」・
189
「
疑
」・
222
「
楚
」・
227
「
楚
」・
233
「
天
」・
255
「
天
」・
258
「
天
」・
262
「
文
」・
267
「
愛
」・
276
「
文
」・
289
「
楚
」・
309
「
杖
」・
311
「
反
」・

327
「
天
」・
352
「
天
」・「
火
」（
題
「
爐
火
」
）・
377
「
綴
」・
380
「
楚
」・
412
「
天
」「
皺
」・
418
「
巌
」・
433
「
文
」・
438
「
暖
」・
444
「
楚
」・
454
「
天
」・
467
「
聲
」・「
文
」

「
文
」（
題
「
文
詞
付
遺
文
」
）・
471
「
文
」・
472
「
文
」・
475
「
文
」・
477
「
文
」・
485
「
天
」・
491
「
聲
」・
499
「
故
」・
501
「
天
」・「
父
」（
題
「
水
付
漁
父
」
）・
554
「
攲
」

「
撥
」・
556
「
父
」・
560
「
交
」・
589
「
提
」・
599
「
文
」・
606
「
天
」・
624
「
天
」・
626
「
天
」・
627
「
天
」・
642
「
聲
」・
660
「
文
」・
662
「
文
」・
667
「
文
」・
674
「
文
」・

684
「
痩
」・
686
「
文
」・
694
「
楚
」「
聲
」・
723
「
聲
」・
728
「
文
」・
735
「
交
」・
752
「
文
」・
761
「
足
」・
766
「
雙
」・
768
「
父
」・
800
「
又
」・
803
「
愛
」

（
17
）
紙
上
に
筆
の
運
動
が
描
い
た
点
画
の
こ
と
（
藤
原
宏
氏
ほ
か
編
『
書
写
・
書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
2
年  

第
一
法
規
﹈
129
頁
）。

（
18
）
葦
手
本
で
は
そ
の
他
の
漢
字
の
「
そ
り
」
に
お
い
て
も
独
特
な
線
質
を
有
し
て
い
た
。
以
下
、
事
例
を
挙
げ
る
（「
残
」、
除
外
）。
22
「
織
」・
39
「
機
」・

41
「
成
」・
54
「
我
」・
55
「
城
」・
87
「
城
」・
105
「
誠
」・
115
「
賤
」・
119
「
織
」「
裁
」・
120
「
幾
」「
織
」・
121
「
識
」「
機
」「
織
」・
122
「
裁
」「
城
」・
189
「
賦
」・

196
「
歳
」・
216
「
曳
」・
225
「
感
」・
231
「
蔵
」・
241
「
織
」「
機
」・
287
「
哉
」「
賦
」・「
栽
」（
題
「
前
栽
」
）・
295
「
栽
」・
321
「
機
」・
330
「
織
」・
353
「
減
」・「
歳
」

（
題
「
歳
暮
」
）・
369
「
感
」・
400
「
裁
」・
417
「
城
」・
419
「
滅
」・
432
「
茂
」・
448
「
威
」「
儀
」・
455
「
成
」・
456
「
載
」・
465
「
裁
」・
476
「
賦
」・
478
「
成
」・
480
「
威
」・

483
「
淺
」・
499
「
成
」・
504
「
戯
」・
506
「
成
」・
508
「
成
」・
510
「
城
」・
516
「
感
」・
532
「
滅
」「
或
」・
542
「
栽
」・
543
「
城
」・
546
「
成
」・
586
「
成
」・
591
「
感
」・

592
「
滅
」・
606
「
儀
」・
613
「
歳
」・
617
「
淺
」・
619
「
檝
」・
626
「
城
」・
628
「
滅
」・
634
「
我
」・
649
「
越
」・
660
「
我
」・
667
「
哉
」・
686
「
職
」「
武
」・
695
「
歳
」・

707
「
識
」・
708
「
蛾
」・
713
「
纖
」・
727
「
哉
」・
734
「
我
」・
736
「
我
」・
751
「
感
」「
義
」・
752
「
踐
」・
756
「
成
」・
767
「
錢
」・
769
「
職
」・
774
「
歳
」

（
19
）
葦
手
本
の
「
月
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
拙
稿
（
前
掲
〈
注
11
〉
に
同
）
に
お
い
て
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
戊
辰
切
と
の
比
較
に

お
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

（
20
）
前
掲
（
注
11
）
に
同
。

（
21
）
前
掲
（
注
11
）
に
同
。

（
22
）
楷
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
背
勢
」
を
指
す
。
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（
23
）
楷
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
直
勢
」
を
指
す
。

（
24
）
楷
書
で
い
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
「
向
勢
」
を
指
す
。

（
25
）
葦
手
本
に
も
二
画
目
に
三
画
目
が
接
し
て
い
る
と
思
し
き
ケ
ー
ス
は
見
ら
れ
た
が
、
三
例
の
み
（
236
・
253
・
345
）
で
あ
っ
た
。

（
26
）
現
今
に
お
い
て
も
「
字
形
」・「
字
体
」
な
ど
の
用
語
が
「
錯
綜 

―
未
整
理
の
ま
ゝ
で
慣
行
せ
ら
れ
て
」（
山
田
俊
雄
氏
「
漢
字
字
形
の
史
的
研
究
の
問
題
と

そ
の
一
方
向
」『
国
語
学
』
72
﹇
昭
和
43
年
3
月
﹈）
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
に
お
け
る
「
字
形
」
で
は
、
筆
遣
い
等
に
よ
り
生
じ
る
微
妙
な
差
異
を

も
対
象
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
崩
し
方
」
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
手
書
き
に
よ
る
文
字
で
あ
る
以
上
、
同
一
の
「
字

形
」
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
27
）
葦
手
本
で
は
、
最
終
画
が
強
調
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、「
岸
」・「
柳
」・「
年
」・「
序
」・「
拂
」・「
劉
」・「
酔
」・「
車
」・「
別
」・

「
斜
」・「
開
」・「
聲
」
等
の
縦
画
、「
地
」・「
也
」
等
の
「
ま
が
り
」
の
画
、「
縦
」・「
人
」
等
の
右
払
い
、「
戸
」
の
左
払
い
等
。

（
28
）
仮
名
に
は
画
が
存
し
な
い
。
当
該
箇
所
を
指
す
際
、
適
切
な
用
語
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
は
「
矢
印
」・「
点
線
」
等
と
し
て
呼
称
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

以
下
、
同
。

（
29
）「
形
連
」
に
加
え
、「
意
連
」
も
対
象
と
す
る
。

（
30
）「
紙
面
に
筆
の
軌
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
点
画
を
さ
し
て
い
う
」（
藤
原
宏
氏
ほ
か
編
『
書
写
・
書
道
用
語
辞
典
』﹇
平
成
2
年  

第
一
法
規
﹈
129
頁
）。

（
31
）「
は
」・「
ほ
」
の
他
、「
け
」・「
に
」
等
に
も
当
該
箇
所
と
同
様
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
。

（
32
）「
用
字
」
と
は
「
そ
の
人
（
文
献
）
に
お
け
る
文
字
の
使
用
上
の
特
徴
。
ま
た
、
そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字
の
現
況
」（『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
六
版
﹇
三

省
堂
﹈）。

（
33
）
両
本
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
筆
・
墨
・
料
紙
等
の
相
違
や
そ
の
他
、
想
定
し
得
る
全
て
の
外
的
要
因
を
指
す
が
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
①
葦
手
本
中
に
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
下
絵
は
、
書
に
生
命
を
吹
き
込
み
、
万
物
と
の
融
合
を
図
る
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
下
絵
を
有
す
る
葦
手
本
と
戊
辰
切
と
で
は
、
当
然
の
こ
と
乍
ら
書
写
上
の
前
提
条
件
が
異
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
考
慮
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に
入
れ
て
も
両
本
の
書
写
さ
れ
た
時
期
が
近
い
と
は
考
え
に
く
い
。
②
殊
に
、
葦
手
本
の
よ
う
な
美
術
品
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
伝
本
で
は
、
書
写

者
へ
の
依
頼
主
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
依
頼
主
の
趣
向
が
書
写
者
へ
求
め
ら
れ
る
こ
と
（
こ
の
よ
う
な
書
き
振
り
で
書
し
て
ほ
し
い
等
と

い
っ
た
具
体
的
要
求
）
は
無
か
っ
た
の
か
と
も
憶
測
さ
れ
る
。
仮
に
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
内
容
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
容
易
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
し
か
し
、
伊
行
ほ
ど
の
人
物
で
あ
れ
ば
書
に
関
す
る
こ
と
は
伊
行
に
一
任
さ
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
第
二
十
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。




